
H29年度 地下鉄大通駅舎への冷熱供給開始

R2年度 自社が入居するビル（SE札幌ビル）のビル管理・点検等業務の受託開始

R5年度 北８西１地区再開発ビルへの熱供給開始予定
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［２］財務状況及び今後の見通し
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［３］都心部熱供給事業と札幌市の施策との関係

R2
(2020)

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

R7
(2025)

R8
(2026)

R9
(2027)

R10
(2028)

R11
(2029)

営 業 収 益 885 885 885 931 943 944 944 944 944 944

営 業 利 益 121 121 86 97 106 92 76 68 80 98

当 期 純 利 益 81 81 55 62 69 60 50 45 53 67

利 益 剰 余 金 355 436 491 554 623 683 733 778 831 898

設 備 投 資 額 76 445 453 213 269 131 159 187 196 192

※減価償却費 158 154 161 191 196 197 203 207 206 197

（単位：百万円）

札幌エネルギー供給公社 北海道熱供給公社

H27
(2015)

H28
(2016)

H29
(2017)

H30
(2018)

R1
(2019)

H27
(2015)

H28
(2016)

H29
(2017)

H30
(2018)

R1
(2019)

営 業 収 益 760 883 780 809 816 4,663 4,508 4,483 4,847 5,024

営 業 利 益 159 264 165 121 137 248 251 190 86 302

当期純利益 104 176 110 78 91 234 87 92 212 268

利益剰余金 ▲178 ▲2 108 186 277 1,772 1,858 1,950 2,163 2,431

純 資 産 額 1,322 1,498 1,608 1,686 1,778 5,085 5,172 5,264 5,476 5,745

※減価償却費 124 130 140 144 150 694 894 717 771 658

【札幌エネルギー供給公社】

【北海道供給公社】

(1) 財務状況

(2) 今後の見通し

［１］札幌エネルギー供給公社の新規顧客の開拓

（単位：百万円）

（単位：百万円）

○都心エネルギーマスタープラン(H30.3)・都心エネルギーアクションプラン(R1.12)

目標 2050年までに都心部の建物から排出されるCO2を2012年比で80％削減

関連する
主な取組

・既存の高温水導管を活かしながら、冷水と温水を供給するための熱導管ネットワークの幹線

を官民連携により整備する。

・大規模な開発計画と連動してエネルギーセンターの整備を進め、複数のエネルギーセンター

を冷水・温水導管ネットワークで連系して効率的に運用する。

R2
(2020)

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

営 業 収 益 4,979 4,984 5,037 5,047 5,014

営 業 利 益 191 178 145 168 245

当 期 純 利 益 208 166 139 158 217

利 益 剰 余 金 2,639 2,805 2,944 3,102 3,319

設 備 投 資 額 913 2,092 348 224 150

※減価償却費 736 768 845 794 766


